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研究成果の概要（和文）：超高精細デジタル映像データを長期間保存する際の問題点が明瞭になった。
デジタル映像はフィルム映像のように直接人の目で見て内容を知ることが出来ない。データの読み取り装置が必
要なため、システム全体を保存する必要がある。機械的な耐久性には限界があるが、デジタルデータは無劣化で
のコピーが可能である。よって、データの保存を検討する際には、将来のコピー作業を想定すべきである。ほと
んどの場合、映像データのサイズは大きい。詳細を知らない将来の担当者であっても、効率的にコピー作業がで
きるために、分類、命名規則の統一、内容とフォーマットについての説明を添付することは重要である。

研究成果の概要（英文）：We clarified problems of preserving Ultra High Definition digital video data
 for a long term.
Digital images can not be seen directly by human eyes like film images. It needs a reading device. 
Although it is necessary to preserve the entire system, mechanical durability is limited. However, 
digital data can be copied without deterioration. Therefore, when considering the preservation of 
data, it should assume copying work at some point in the future. In most cases, video data is large.
 It is important to attach descriptions about classification, unification of naming conventions, 
content and format in order to be able to copy work efficiently even for future person who do not 
know the details.

研究分野：映像技術
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１． 研究開始当初の背景
徳川美術館所蔵の国宝『源氏物語絵巻
笛）の修復作業を、当時の最高水準の超高精
細映像で記録撮影した。将来また修復が必要
になった際に参考資料となる。しかしながら、
超高精細デジタル映像データを長期間（事実
上無期限に）保存するための手段は確立され
ていなかった。
来フィルムの物理的耐久性が注目されてい
た。しかしながら、デジタル映像をフィルム
に変換して残そうとした場合のコストは非
常に高いため、現実的な手段とはいえない。
そのままデジタル映像として保存すること
が望ましい。
 
２．研究の目的
デジタル映像は紙焼き写真やフィルム映
像とは違って直接見読が不可能であるため、
読み取り装置やシステムの動態保存も必要
になる。
しかしながら、デジタルデータは無劣化での
コピーが可能である。よって、記録媒体の経
年劣化が進行しないうちに
媒体へコピーを繰り返すことで物理的耐久
性を越えて事実上無期限にデジタル映像デ
ータを保存する方法を検討する。
 
３．研
コピーを前提としてデジタル映像データ
を保存することを考えた場合、保存にかかる
コストとして、現在の記録媒体の維持・保管
にかかるもの以外にも、コピー作業にかかる
労力を含める必要がある。そうしたコストが
高いということは、
タ喪失
主流のデータ保存用テープ（
は約２０年間とされている。２０年後、コピ
ー作業が実施
いようにつとめ、コピー作業がしやすいよう
な整理方法を検討する。
また、データ自体が完全であったとしても、
使われなくなってしまった特殊な形式であ
った場合には意味を成さなくなる。古いコン
ピュータのプログラムやデータは、最新のコ
ンピュータでは読み取ることが出来ない場
合などが考えられる。将来にわたって通用す
るような映像データの形式（コーデック）に
ついて検討する。
 
４．研究成果
 研究代表者は、
て、徳川美術館所蔵の国宝『源氏物語絵巻』
の修復作業の撮影記録を実施した。撮影現場
は京都国立博物館内の修復工房（株式会社岡
墨光堂）で、『横笛』の修復をほぼ一貫して
撮影記録した。この撮影された映像データを
本研究
 撮影に使用した主な機材と設定
る。 
カメラ：
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有力な候補のひとつである。し
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止画連番ファイルでの保存
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部に破損が生じた場合でも、ファイル全体の
読み取りが困難になる可能性がある。静止画
連番の場合は、影響を受けるコマが限定され
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